
項 目 受診者数 異常なし 要指導 要精検 

歯周疾患検診 １，００６ ８６ ８３ ８３７ 

決算書掲載頁　P145

がんを早期に発見し、早期治療に結びつけることにより死亡率の低下を図るとともに、がん予防の啓発及び知識の普及
を図る。
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細事業：がん検診事業 03事業
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訳
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今
後
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向
性

職員数

再任用職員数

1

委託 昭和60年度 健康増進法

①胃がん検診：４０歳以上の市民、約7,100人②肺がん検診：４０歳以上の市民、約
1,500人③大腸がん検診：４０歳以上の市民、約9,300人④乳がん検診：４０歳以上の
女性市民、約4,400人⑤子宮頸がん検診：２０歳以上の女性市民、約3,400人

がん検診の必要性や有効性を理解してもらうため、地域と連携し啓発していく。

A A B

一般財源

201,980185,316

16,664

0

2.10

0.00

171,597

10,005

0

3,701

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

①胃がん検診：問診、胃部Ｘ線撮影（８方向）の検診を行う。②肺がん検診：問診、胸部Ｘ線直接撮影（１方向）、喀痰細胞診検査（３日間）を行う。③大腸が
ん検診：問診、便潜血反応検査〈２日法）を行う。④乳がん検診：問診、視診、触診、乳房Ｘ線撮影を行う。⑤子宮頸がん検診：問診、視診、内診、細胞診を
行う。　市民にがん検診の必要性や有効性を理解してもらいひとりでも多くの方にがん検診を受診してもらい受診率の向上をめざす。
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胃がん検診等負担金

行動変容推進助成金 13

0

国府支出金

地方債

①歯周疾患検診：高齢期に自分の歯を十分に保有し、食べることができるように歯の喪失の予防を図る。
②在宅寝たきり老人等訪問歯科健診：在宅で寝たきり状態にあり、歯科医院への受診が困難な人に対して歯科医師及
び歯科衛生士が訪問し、歯科疾患の予防及び早期発見、日常生活における口腔内清掃についての正しい指導を行い、
もって健康の保持・増進を図る。

事
業
費
・
財
源

細事業：歯科検診事業 04事業
優先順位
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整理
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内
訳

内
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後
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向
性

職員数

再任用職員数

3

委託 平成11年度 健康増進法

当該年度において、満４０歳・５０歳・６０歳・７０歳になる市民
在宅における寝たきり老人等

今後も引き続き、市民に歯周疾患検診の必要性、口腔保健状態の確保と日常生活における生活の質の向上について理
解してもらうために啓発していく。

A A B

一般財源

9,2338,439

794

0

0.10

0.00

6,254

2,185

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

在宅における寝たきり老人等を対象に、歯科医師及び歯科衛生士等が訪問し、問診、未処置歯の有無、未処置歯の補
綴の必要性、顎関節の状況、歯周病疾患検査、口腔衛生検査、入れ歯の状況、動揺歯の状況、治療の必要性等の検
査をするとともに、適切な保健指導を行う。
健康の保持・増進を図る。
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その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債



細事業：がん検診事業                                

１．がん検診 

がんの早期発見により、がん死亡率を減らすことを目的として胃・大腸・肺がん検診を４０歳以上の市民、乳

がん検診を４０歳以上の女性市民、子宮がん検診を２０歳以上の女性市民を対象に実施した。 

＜がん検診の状況  実施機関／集団 保健センター・個別 医療機関＞     （単位：人） 

項  目 受診者数 異常なし 
要精密 

検査 

 要 精 密 検 査 結 果 別 人 数 

異常な

し 

がんで 

あった

人 

がん 

疑い 

がん以

外の疾

患疑い 

未確定 

胃 が ん ６，４１７ ５，７４５ ６７２ ２６ ９ ２ ４２４ ２１１ 

大 腸 が ん ９，５９３ ８，７８２ ８１１ ８０ １８ ３ １９５ ５１５ 

肺  が  ん 

( 集 団 の み ) 
１，２５１ １，２５１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

乳 が ん ３，５９１ ３，３３２ ２５９ １２１ １４ ２ ８５ ３７ 

子 宮 が ん 

( 個 別 の み )  

２，９２６ 

内、体部受診 

４２６ 

２，８９９ ２７ ０ １ ０ ６ ２０ 

 

２．がん検診推進事業 

特定の年齢に達した市民に対して、子宮頸がん検診・乳がん検診・大腸がん検診に関する検診手帳及び検診費用

が無料となるクーポン券を送付した。 

子宮頸がん検診 ２０歳、２５歳、３０歳、３５歳、４０歳の女性市民（平成２４年４月１日現在） 

乳がん検診   ４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の女性市民（平成２４年４月１日現在） 

大腸がん検診  ４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の市民（平成２４年４月１日現在）  

 

３．がん検診個別通知による受診勧奨 

特定の年齢の市民に対して、受診促進を目的にがん検診に関する情報提供とがん予防のための啓発を行った。 

 対象者は当該年度に４３歳、４８歳、５３歳、５８歳になる市民（６，０５３人） 

 

細事業：歯科検診事業                             

１．歯周疾患検診 

高齢期における健康を維持し、食べる楽しみを享受できるよう、歯の喪失を予防することを目的に、当該年度

に４０・５０・６０・７０歳になる市民を対象に歯科医療機関で検診を実施した。 

 (単位：人) 

 

 

 

２．在宅寝たきり老人等訪問歯科検診 

在宅寝たきり老人等、医療機関で歯科健康診査受診が困難な市民を対象に、口腔機能の回復を図り、訪問歯科

健診の普及と定着を図るため、歯科健康診査事業を実施した。 

実施機関／歯科医療機関（訪問） 

受診者 3人（要精検者 3人） 

項 目 受診者数 異常なし 要指導 要精検 

歯周疾患検診 １，００６ ８６ ８３ ８３７ 


